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宮
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縣 荒雄嶽硫黄鉱床概査報告

　　　　　　、要　旨
調査地域は陸羽線鳴子駅北方約14kmの地点にある。

本地域には荒雄嶽および勝間鳴子の両鉱山がある。鉱石

　　　　索道　トラヅク・
の搬出は鉱山『蟹沢　8km鳴子駅冬期峠馬権を利

用する。鉱山周辺は荒雄嶽（984・2；n）に連なる700m

内外の山陵に囲まれている6

地質は第三紀凝友岩質砂岩，同質頁岩の互暦を基盤と

し，その上に砂岩および泥岩等が堆積し，新期高日向火

山岩がこれらを被覆している。

鉱床は洗澱鉱床と昇華鉱床の2種があり，現在は前者

を稼行しているが，後者もかつて一・部採掘したことがあ

る。厄沈澱鉱床は高日向火山活動後の火口湖に堆積生成し

㊧も「のと思わ胸、上部の含粘土黄色硫黄層（黄色洗澱鉱）

および下部の含硫黄黒色砂質粘土層（黒色洗澱鉱）よりな

る。この両暦のうち含粘土黄色硫黄がおもに採掘され，

「これは荻白色粘土の薄層を挾在する荻黄色細縞状で，厚

洗澱鉱床模式柱歌図

さ1m内外のもの2層・，2m内外のもの1．層・からなり

これらはいずれも厚さ約0．5mの黒色粘土と互暦する

（模式柱状図）。鉱床は一一般に水平に近いが，所により：肝

30・》400Wに走り，NEへ5～100傾く。

　鉱石の品偉は上部の含粘土黄色硫黄層のうち，黄色部

，は・S＝7L92％，黒色粘土S＝5．77％（地質調査所分

析）を示し畑るカ㍉欄粗鱗平均3・～35％である・

なお下部の含硫黄黒色砂質粘土層はS＝10～20％（鉱山

資料）である。

　この地域の2鉱山はいずれも稼行中である。

　荒雄嶽鉱山（宮城縣採登第117号，荒雄嶽鉱業株式会’

　肚）
　鉱量は含粘土黄色硫黄暦1．5万t（S＝30％）

　含硫黄黒色砂質粘土暦約100方t（S＝20％）

と推定され，月100tを露天採掘し，他に買鉱して現地

製錬をなしているo

　　　　　　　生産実績
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勝罵鳴子鉱山（宮城縣採登第316号，、勝馬鉱業株式会

肚）

鉱量は含粘土黄色硫黄暦約3，000t（S＝35％）と推

定される。’月50～90’kgを露天探掘している。生産実績

（昭和27年1月’｝6月た黛し4月を除く）は粗鉱322t

（S＝30・》45），製品58kg（S＝99～99。9）である。

　　　　　　　　　　　（高橋兵一）

553・61L550・85（521・75），

近畿地区の陶石鉱床について（その5）

兵庫縣多紀・加東両郡下陶石鉱床調査報告一古市陶石および西戸陶石について
、

　　　　　　　　　　　ふみレヤち　こぬさか（1）古市陶石鉱床は兵庫縣多紀郡古市村不来坂にあ

つて，福知山線古市駅南西方約0・5kmの至便の位置に

ある。

　　　　　　　　　　　　　さいひ（2）　西戸陶石鉱床は兵庫縣加東郡上東條村西戸にあ

・53一（653）
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第1圖　位置圖

つて，編知山線相野駅西方約10kmの位置にある。

いずれの鉱床も広範囲に分布する緑茨色あるいは黒緑

　　　　　　　　　　　　　　　繍色を呈する石英斑岩中に発達した脈状鉱床で，石英斑岩

は著しい節理を示しているo

　古市陶石は：走向N70～75。Eで，傾斜はほ黛垂直に近

く，脈幅10m内外，延長約4qOm（内180mは耕地
に被覆されている）の規模の鉱床（本脈）で，これに平行

してN700Eの走向でほ黛同規模の鉱床「（第二脈）が発

・蓬しているo

　鉱石は帯青友色，軟質で品質は次表の通りで，局部的

には陶磁器用原料となる良質部もあるが，概して鉄分が

多く，優良な鉱床とはいえなし・。しかし焼締りは良好で

あるから，土管，壷等の原料には供し得られる。

　鉱量は本脈約4万t，第二脈約6万t，計10万tと推
定されるQ．

　，西戸陶石はN10◎Eで，傾籍ほ聖垂直で，延長約200，

m，幅約15mであるが，丘陵鞍部の道路上に露出し，』

量的にも品質的にも稼行の対象に曝ならない5次表に過

去の分析結果を示す・

西戸陶石分析－表・

（名称）II魯1・SS Si・21Fe2・31AI2・3

＿等石113．00：69．56

粕　2．7776．27

4．05

1．60

「8．75

16．09

CaO

3．98

2．79

Mg・IT・ta1

0．79

0。78

100．13

100．30

（兵庫縣立中央工業試験所分析）

（塚脇鞠次）

古市陶石分析表

、

番号

1
2
3

採取地 Ig．10SS

』
本
脈
西 部・2．95
第二脈東端　5・28
第二脈西端　　2．88

Sio2

73．84

64．59

77．17

lFe203

・2．37

7．73

1．71

AI203

14．93

16．84

14．41

CaO

0．42

1．38

1．47

MgO

0．30

0．28

0．25

T6ta1

94．81

96．1σ

9㌘．89

焼成呈色SK：10酸化焔

友厳色
赤褐色
やx青昧を帯びた白色

（芙讐離圭讐箋販維）
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栃木縣篠井鉱、山銅鉱床調査報告

篠井鉱山は栃木縣河内郡篠井村にあ6，宇都宮市北方

約12kmにあたるo．

地質は砂岩・頁岩暦と石英粗面岩・斜畏石英粗面岩

（一部に松脂岩が生成されている）よりなり，石英粗面岩

と砂岩，・頁岩暦r斜長石英粗面岩との間は走向N30～

50。E，傾斜40｛・500Eの男山断暦幣により接している。

，鉱床は石英粗面岩中に胚胎する含金銀銅石英脈であつ・

て，その主要なものは7條認められる。走向はN70。E

またはWを示し，その走向延長は400m以上に達する

ものもある。

　脈幅は一般に狭小で，平均0．2～0．3mに過ぎないが

’鉱脈の曲折部とか落合直りにおいてはしばしばLOm

以上に肥大することがある。

　上記の鉱脈は男山断暦下盤の圧弊帯では網状の鉱床

547（654）



維

を，断層角礫帯中ではレンズ歌または塊欣の鉱床を形成

する。鉱脈中の黄銅鉱は2次的に輝銅鉱・銅藍に変ヴ高

品位となつているQ

　鉱床の上部は含金銀銅鉱床帯としてその大部分が採掘

されているので，今後の探鉱，開発は下部に向けられる

べきものと考えられる6

　調査した鉱脈について鉱量計算を行つた結果は次の通

、りである。

（高島　清・小村幸二鄭）

報

確・推
定鉱量
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　，
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計
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．

15，745

6，443

4，935

26，180

3，780

11・69321・525123・86557・083

銅品位

（％）

’2％＊

グ

〃

グ　・

〃　　，

、グ

備　考

脈幅0．3m
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553．98i　雲550．85（524）

北海道箒広地区止若および干代田の天然ガス予察報告

　帯広市東方の幕別町止若附近および池田町字千代田附

近の天然ガスについて，短期間の予察的地化学探査を行

つたo
　この地帯を構成する地暦は北部と南部の丘陵性山地に

新第三紀滝川統に属する池田暦が分布し，これを不整合

に洪積統（D帯広暦が広く被覆している。中央部の平地に
一
は
洪 積締および沖種統に属する5段の段丘砂礫暦が分布

している。

　この地幣の深井戸は数井に過ぎず精査の場合深部地下

水の採取が困難である。

　調査結果のうち地下水成分分析表および坑ロガス分析

結果は第1～3表の通りである。既存の深井戸の掘難当

時め歌況を綜合判断すると，・この地域は地表下20《・30

mまでは沖積層でその下位は亜炭を挾む池田暦であり

現在噴出しているガスは池田暦中の上部亜炭部の下位

100～160m』間にある1暦の含ガス暦より産していると

考えられる。しかし深度2001u以深に存在を予想され

る下部亜炭部の下位にも，含ガス暦があるかもわふらな

い。本地区の開発儂値は周囲の池田暦分布地域の地質調

査ρ地化学探査の実施により鉱床規模を推定した後でな

いと半聾明しないQ

　　　　　　　　　（調査；島田忠夫，抄録＝片山）
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第俵1千代田附近地化章踏（地下水）、分析結果表

：Loc
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＼
井戸
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＼
＼

『
＼

完成
年月日

水色 深度 ロロ経 ガス量
m3／D

水量

m3／DGWR 気温水濫
　1』
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mg！1m9／1

TIO2 Cl NH3 disCH4di＄CH弓
目盛、CCμ
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l
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　　　　　　　　　　　　　　第2表止若附近地化学探査（地下永）分析結果表

追出
02

cc／1

0．36

0．48
（6．5）

追出
N2

cc／l

5．53

6．29

追出
CH4
cc／1

48．53

36．42

Loc
No．

、井戸所醜

止若亜麻工場
途　別　鉱　泉

止若消防所
白人澱粉工場一
嗜別．浅井戸
駅前．浅井戸

深度
フノレ

120

30

135

252

6

水温
OC、

12．4

16．8

11．2

11．0＜

7．8

C1－
mg／e，

1
耶 5
　20
　90

110

　70
　25

H：CO3－
m言！e

　　TotalCO2
　　CO2m言／e’

　、mg／e
NHA
mg／e

Fe冊
　’mg，e

Fe汁’P
甲9／emg／“

403、42　3226．3、ltrltr
13　　　　13　　　　　22　　．0．3　　　tr　　　　・tr

122　　　　ユ2　　　　101　　　0．05　　tr　　　　tr

415　16 3150．152＞’7＞
73　　　　　8　　　　　61　　　　0　　　　　0　　　　　0

110　6、　85　tr　tr　仕

　第3表ガス成’分表（％）

’
0
． 1
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0．2

0。3

0
、0・3

RPH
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7。2

7．4

7．5

6．6

7。0＞

pH

r
7
． 3
7．1

7．5

6．6

7．0＞

disCH盈

CC／e

85．5’

8．0？

26．2

38．8

0
0

1 disO2
「CC／e，

1
1．4

0．2．

3。0く

0

ガス量
m3／D．

1β・0．

0
0．5

tr　、

O
tr

Loc．
No．

1

A

B

井戸所在地

牛鞭麻工勝

千代田小学校

武魯晴造

CH4

95．0

90．67

．90．27

CO2

0．6

7．11

1．95

N2

4．4

。1う33

7．71

02

o二〇

〇．89

0．07

CnHm

0．G

O。0

0．0
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